
(57)【要約】

【課題】入浴時に頸部を指で挟むようにして集中的に指

圧すると同様な効果を有する頸部指圧用器具および該器

具を有する浴槽を提供すること。

【解決手段】本体の上側中央に所定の幅および深さの凹

部を有し、該凹部の互いに内側に対向する両端部が球面

状表面に形成され、上記凹部の幅および深さが、上記凹

部に顔を上に向けて首を載せた場合、首の両側の頸部が

指で挟むようにして押圧され、かつ首の下端が凹部の表

面に接触しない幅および深さであることを特徴とする頸

部指圧用器具、及び該器具を有する浴槽。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 体 の 上 側 中 央 に 所 定 の 幅 お よ び 深 さ の 凹 部 を 有 し 、 該 凹 部 の 互 い に 内 側 に 対 向 す る 両 端
部 が 球 面 状 表 面 に 形 成 さ れ 、 上 記 凹 部 の 幅 お よ び 深 さ が 、 上 記 凹 部 に 顔 を 上 に 向 け て 首 を
載 せ た 場 合 、 首 の 両 側 の 頸 部 が 指 で 挟 む よ う に 押 圧 さ れ 、 か つ 首 の 下 端 が 凹 部 の 表 面 に 接
触 し な い 幅 お よ び 深 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 頸 部 指 圧 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
凹 部 の 間 隔 が 、 調 整 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 頸 部 指 圧 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
略 矩 形 の 浴 槽 と 、 該 浴 槽 の 周 壁 の う ち 、 給 湯 口 を 有 す る 周 壁 以 外 の １ つ の 周 壁 の 上 面 に 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 頸 部 指 圧 用 器 具 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 頸 部 指 圧 用
器 具 付 き 浴 槽 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 入 浴 時 に お い て 頭 脳 、 項 （ う な じ ） お よ び 首 筋 （ 以 下 纏 め て 「 頸 部 」 と い う 場
合 が あ る ） の 疲 労 や 凝 り を 回 復 さ せ る た め の 頸 部 指 圧 用 器 具 お よ び 該 器 具 を 有 す る 浴 槽 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば 、 特 開 平 ９ － ２ ０ １ ３ ０ ３ 号 公 報 お よ び 実 公 平 ２ － １ ９ １ ０ ０ 号 公 報 に 記 載
の よ う に 、 浴 槽 の 側 壁 頂 部 に 、 表 面 に 半 球 状 の 凸 部 を 多 数 設 け た 首 置 き 部 、 あ る い は 首 載
せ 部 を 設 け た 浴 槽 が 知 ら れ て い る 。 こ の 浴 槽 で は 首 に 指 圧 効 果 を 与 え る こ と が で き る が 、
首 の う ち で 最 も 凝 り や す い 頸 部 （ う な じ ） に 集 中 的 に 指 圧 効 果 を 与 え る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 実 開 昭 ６ ２ － １ ０ ７ ８ ３ ５ 号 公 報 に は 磁 石 付 き 風 呂 枕 が 記 載 さ れ て い る が 、 こ の 枕
は 磁 石 の 効 果 を 有 し 、 か つ 首 筋 に 指 圧 効 果 を 与 え る こ と が で き る が 、 前 記 と 同 様 に 首 の う
ち で 最 も 凝 り や す い 頸 部 （ う な じ ） に 集 中 的 に 指 圧 効 果 を 与 え る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 入 浴 時 に 頸 部 を 指 で 挟 む よ う に し て 集 中 的 に 指 圧 す る と 同 様 な
効 果 を 有 す る 頸 部 指 圧 用 器 具 お よ び 該 器 具 を 有 す る 浴 槽 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 は 以 下 の 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 本 体 の 上 側 中 央 に 所
定 の 幅 お よ び 深 さ の 凹 部 を 有 し 、 該 凹 部 の 互 い に 内 側 に 対 向 す る 両 端 部 が 球 面 状 表 面 に 形
成 さ れ 、 上 記 凹 部 の 幅 お よ び 深 さ が 、 上 記 凹 部 に 顔 を 上 に 向 け て 首 を 載 せ た 場 合 、 首 の 両
側 の 頸 部 が 指 で 挟 む よ う に 押 圧 さ れ 、 か つ 首 の 下 端 が 凹 部 の 表 面 に 接 触 し な い 幅 お よ び 深
さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 頸 部 指 圧 用 器 具 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 略 矩 形 の 浴 槽 と 、 該 浴 槽 の 周 壁 の う ち 、 給 湯 口 を 有 す る 周 壁 以 外 の １ つ
の 周 壁 の 上 面 に 、 前 記 の 頸 部 指 圧 用 器 具 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 頸 部 指 圧 用 器
具 付 き 浴 槽 を 提 供 す る 。 こ の 浴 槽 で は 、 入 浴 者 が 前 記 頸 部 指 圧 用 器 具 の 凹 部 に 顔 を 上 に 向
け て 首 を 載 せ た 場 合 、 凹 部 両 端 の 球 面 に よ り 、 首 の 両 側 の 頸 部 （ ツ ボ ） が 押 圧 さ れ 、 主 と
し て 頸 部 の 疲 れ や 凝 り が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 図 面 を 参 照 し て 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
＜ 実 施 例 １ ＞
本 発 明 の １ 実 施 形 態 を 、 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
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図 １ は 、 本 発 明 の 頸 部 指 圧 用 器 具 付 き 浴 槽 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ の 部 分 拡 大 斜 視
図 で あ り 、 図 ３ は 、 頸 部 指 圧 用 器 具 付 き 浴 槽 に 入 浴 し て 頸 部 指 圧 用 器 具 に 頸 部 を 載 せ た 状
態 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 例 は 、 浴 槽 と 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ と を 一 体 形 成 し た も の で あ る 。 頸 部
指 圧 用 器 具 Ａ の 設 置 箇 所 は 、 浴 槽 の 周 壁 の 上 面 ３ で あ り 、 湯 を 沸 か す 設 備 が な く 、 ま た 、
入 浴 の 妨 げ に な ら な い 箇 所 で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 人 が 入 浴 し て 浴 槽 の 周 壁 の 側 面 に 背 中
を 当 て 頭 を 真 後 に 倒 し た 時 、 頸 部 が 上 記 器 具 Ａ と 直 角 に 交 差 し 、 頸 部 を 載 せ た 場 合 の 当 該
器 具 Ａ と 浴 槽 の 周 壁 の 内 側 側 面 と の 間 隔 を 調 整 し 、 最 適 の 箇 所 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 を 特 徴 づ け る 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ は 、 図 ２ の 一 部 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 本 体 ４ の 上 側
中 央 に 所 定 の 幅 お よ び 深 さ の 凹 部 ６ を 有 し 、 該 凹 部 ６ の 互 い に 内 側 に 対 向 す る 両 端 部 ７ ，
７ が 球 面 状 表 面 に 形 成 さ れ 、 上 記 凹 部 ６ の 幅 お よ び 深 さ が 、 上 記 凹 部 ６ に 顔 を 上 に 向 け て
首 を 載 せ た 場 合 、 首 の 両 側 の 頸 部 が 押 圧 さ れ 、 か つ 首 の 下 端 が 凹 部 ６ の 底 面 に 接 触 し な い
幅 お よ び 深 さ で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。 ま た 、 こ の 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ に お い て は 、 凹
部 ６ に 首 を 載 せ る 際 に 首 に 傷 を 付 け な い よ う に 、 凹 部 ６ の 両 側 の 凸 部 の 上 側 表 面 も 半 円 柱
状 表 面 ５ と し 、 該 表 面 ５ と 前 記 表 面 ７ と が 連 続 し た 曲 面 に な る よ う に す る こ と が 好 ま し い
。 ま た 、 上 記 表 面 ５ と 表 面 ７ と は 、 そ れ ぞ れ 本 体 ４ の 厚 み と 同 じ 直 径 の 円 の 曲 率 を 有 す る
表 面 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 の よ う に 凸 部 の 内 側 端 部 ７ ， ７ の 間 隔 を 、 首 の 太 さ よ り 狭 く す る こ と に よ り 、 凹 部 ６
に 首 を 載 せ る と 、 頭 の 重 さ に よ り 、 端 部 ７ ， ７ が 入 浴 者 の 首 の 両 側 の 頸 部 を 指 で 挟 む よ う
に し て 押 し た 如 き 状 態 に な り 、 自 然 と 指 圧 効 果 が 得 ら れ る 。 従 っ て 充 分 な 指 圧 効 果 が 得 ら
れ る た め に は 、 端 部 ７ ， ７ の 間 隔 を 、 凹 部 ６ に 首 を 載 せ た 時 に 首 の 最 下 端 と 凹 部 ６ の 底 面
と の 間 に 隙 間 が で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 入 浴 者 は 、 そ れ ぞ れ 首 の 太 さ が
異 な る こ と か ら 、 図 ２ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 端 部 ７ ， ７ を 有 す る 部 分 が 本 体 ４ に 対 し て 、
左 右 に ス ラ イ ド す る よ う に 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 上 の 例 は 、 浴 槽 と 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ と を 一 体 形 成 し た 例 で あ る が 、 既 設 の 浴 槽 に つ い て
は 、 上 記 に 述 べ た 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を 浴 槽 と 別 に 作 製 し 、 当 該 器 具 Ａ を 接 着 剤 で 浴 槽 の 周
壁 の 上 面 の 適 当 な 位 置 に 固 定 し て も よ い 。 ま た 、 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ は 、 檜 な ど の 木 材 か ら
形 成 し て も よ い し 、 合 成 樹 脂 や 硬 質 ゴ ム か ら 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 以 上 の 実 施 例 に お い て 、 一 般 家 庭 の 浴 室 は 、 浴 槽 の 三 方 が 壁 で 隙 間 な く 囲 ま れ て い
る が 、 前 記 実 施 例 の ご と き 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を 用 い る 場 合 に は 、 当 該 器 具 の 付 い て い る 方
の 壁 側 に は 、 首 を 後 ろ に 倒 し て も 首 が 壁 に 接 触 し な い 程 度 の 空 間 を と る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 実 施 例 ２ ＞
本 発 明 の 別 の 実 施 例 を 図 ４ お よ び 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 本 実 施 例 を 示 す 鳥 瞰 図
で あ り 、 大 浴 槽 に ３ 個 （ ３ 個 に 限 ら れ な い ） の 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を 設 け た 状 態 を 示 し て い
る 。 図 ５ ｂ は 、 台 座 ８ と 一 体 形 成 し た 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ ａ は 、 台 座
８ と 一 体 成 形 し た 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を 有 す る 浴 槽 の 周 壁 の 上 面 の 部 分 平 面 図 を 示 し て い る
。 前 記 実 施 例 １ は 、 主 に 一 人 用 の 浴 槽 に つ い て の も の で あ る が 、 本 実 施 例 は 多 人 数 が 入 浴
す る 大 浴 槽 に つ い て の 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
大 浴 場 に 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を 設 置 す る 箇 所 は 、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 給 湯 お よ び 入 浴 の
妨 げ に な ら な い 浴 槽 の 周 壁 上 面 ３ と す る 。 多 人 数 が 入 る 大 浴 槽 の 殆 ど は コ ン ク リ ー ト 製 が
多 い た め 、 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を 固 定 す る た め 、 台 座 ８ と 一 体 成 形 し た 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ を
別 に 作 製 し て 、 こ れ を 大 浴 槽 の 周 壁 上 面 ３ に セ メ ン ト な ど で 固 め て 設 置 す る 。 こ の 場 合 も
、 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ の 設 置 は 、 人 が 入 浴 し て 浴 槽 の 周 壁 に 背 中 を 当 て て 首 を 後 ろ に 倒 し た
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と き 、 頸 部 と 頸 部 指 圧 用 器 具 Ａ が 直 角 に 交 差 す る 位 置 と す る 。 こ の よ う に 固 定 す る こ と に
よ っ て 、 本 発 明 の 大 浴 場 の 浴 槽 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 本 発 明 に よ れ ば 、 入 浴 に 際 し 、 主 と し て 頸 部 に 優 れ た 指 圧 効 果 を 与 え 、 疲 れ や 凝 り な
ど を 有 効 に 低 減 す る こ と が で き る 頸 部 指 圧 用 器 具 お よ び 該 頸 部 指 圧 用 器 具 を 有 す る 浴 槽 を
提 供 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 人 は 高 齢 化 に 伴 い 、 け い 椎 が 次 第 に 前 傾 す る よ う に な る が 、 本 発 明 の 頸 部 指 圧 用
器 具 を 有 す る 浴 槽 に 入 浴 し て 、 頸 部 指 圧 用 器 具 の 凹 部 に 首 を 載 せ る と 、 頭 の 重 み で け い 椎
が 後 ろ に 反 り 返 る 状 態 と な り 、 こ れ を 繰 り 返 す こ と に よ り 高 齢 化 に 伴 う 前 傾 の 予 防 効 果 も
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 頸 部 指 圧 用 器 具 付 き 浴 槽 の 説 明 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 入 浴 時 の 頸 部 指 圧 用 器 具 と 頸 部 と の 位 置 関 係 の 説 明 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ の 頸 部 指 圧 用 器 具 付 き 浴 槽 の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 台 座 に 設 け た 頸 部 指 圧 用 器 具 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ： 頸 部 指 圧 用 器 具
１ ： 浴 槽 の 側 面
２ ： 浴 槽 の 周 壁 の 内 面
３ ： 給 湯 設 備 の な い 浴 槽 の 周 壁 の 上 面
４ ： 本 体
５ ： 凹 部 の 両 側 の 凸 部 の 半 円 柱 状 表 面
６ ： 凹 部
７ ： 凹 部 内 側 端 部 の 球 状 表 面
８ ： 頸 部 指 圧 用 器 具 の 台 座
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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